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౰ࣾでは、鋳造用金型、シェルモールド金型等の΄͔、
鋳造用໦型、NC データ、鋳造試作品の製造等を手͕けて
いる。これ·での鋳造工程は、ಘҙ先͔Βのਤ面をಡみ取り、
໦型を作成、そのޙにこの໦型より࠭型を作成、これに༹
ղした鋳鉄を注入し、鋳物品の׬成とͳる。

現在、౰ࣾの鋳物製造は、̏次元の CAD（コンピュー
タを用いて設計を͏ߦシステム）ʗCAM（製品製造のため、
CAD で作成した形状データを入力し、加工用の NC プログ
ラム作成の४備をコンピュータ上で͏ߦシステム）を用いて
データを作成。このデータを基にマシニングセンタ（਺஋制
御付き工作機ց）により金型を製造し、これに༹ղ鋳鉄を
注入し、鋳物製品としており、鋳造·での工程を効率化して
いる。

ಘҙ先の提案する鋳物デβインを鋳造すること͕Մ能で͋
る͔ݟ極めるためには、試作として仮型を起こし、鋳造する
ことにより検ূしていた͕、仮で͋ͬて΋金型をͭ͘るඅ用
と約̎カ݄΋の೔਺をཁしていた。この工程ではさΒͳる効
率化とコスト࡟減の༨地͕͋るとࢥΘれた。

こ͏した中、ಘҙ先͔ΒのさΒͳる短納期への強いཁ੥に
応えるため、౰ࣾでは造形材料͕ੴߣで͋る、̏次元プリン
タを導入し、ダイレクトに試作サンプル品を製造することに
より、仮金型の製造工程をল略し、鋳造͕Մ能͔Ͳ͏͔を
検ূする「金型レス」を実現した。し͔し、このੴߣタイプ

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

౰ࣾのر๬したプラスチックタイプ̏次元プリンタの造形
サイズは、平面の面ੵは A� サイズ、高さは 2�� ミリで͋ͬ
た。導入するࡍには、この大きさの造形をՄ能とするプリン
タを製造しているメーカー਺ࣾの中͔Β、ඍࡉͳ仕上͕りに
こͩΘり、高ղ૾度で͋るプリンタをॏࢹした݁Ռ、ւ֎メー
カー͕ଟい中、ࠃ内メーカー製をબ定し、導入した。

̏次元プリンタにより複雑ͳ形状の試作品をͭ る͘ために
は、̏次元プリンタのための̏次元 CADʗCAM の技術͕ඞ
ཁとͳる。このため、̏次元 CADʗCAM の技術ࢦ導をͬߦ
ている岩手大ֶの平௩ఃਓ教तにڠ力をґཔした。

平成 25 ೥ �� ݄̕೔、̏次元プリンタ造形࣌における̏
次元モデル഑置࢟੎のੇ法精度に対するӨڹ、及びੇ法精
度の向上方法にͭいてࢦ導を受けた。サンプル品を造形し、
調΂たとこΖ、水平方向にൺ΂、高さ方向のੇ法͕ࠩޡए
。を検౼したࡦ大きいこと͕൑明したため対ׯ

平成 25 ೥ �� ݄ 2� ೔には、̏次元プリンタ造形࣌に
おける、̏次元モデル഑置࢟੎の面品࣭に対するӨڹ、及
び面品࣭を向上させる方法にͭいてࢦ導を受けた。サンプ

੒Ռ
３次元 CAD／CAM 技術の高度
化につながり、試作サンプル品
の面品質や寸法精度等の品質が
向上。多くのメーカーから高い
評価が得られ、製造時間の短縮
が図られた。

Ңܦ
これまでは、試作サンプル品を受注した際、
仮型製造が必須であり、時間と費用が必要で
あった。この改善のため石膏タイプ３次元プリ
ンタを導入し「金型レス」を実現。さらに繊
細な造形に対応するため、樹脂タイプの３次
元プリンタが必要となった。

಺༰ࢪ࣮
本事業により、導入した樹脂タイ
プ３次元プリンタの造形精度を上
げるため、岩手大学の平塚貞人
教授から３次元プリンタのための
３次元CAD／CAMの技術指導を
受けた。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

岩手大ֶの平௩ఃਓ教तの技術ࢦ導を受けたことは、̏
次元 CADʗCAM 技術の高度化にͭͳ͕り、試作サンプル
品の面品࣭やੇ法精度等品࣭の向上͕ਤΒれた。ಘҙ先や
メーカー等に試作サンプル品をチェックしていたͩいたとこ
Ζ、ଟ の͘ಘҙ先やメーカー͔Β高いධ価͕ಘΒれた。·た、

「金型レス」Ҏલのैདྷの金型を用いる試作サンプルの製
造ؒ࣌にൺ΂、大෯ͳؒ࣌短縮͕Մ能とͳͬたことに΋ڻ
きや関৺の੠͕ଟ͘ฉ͔れた。

౰ࣾでは、設計͔Β実ੇ大のサンプル製作、څڙ·で一
؏して対応することにより製品開発をࢧえる「試作センター」
化を目ࢦしている。ޙࠓはソーラーパネル製造装置、൒導
体製造装置、医療機器製造のメーカー等͕ニーズの高い産
業෼໺で͋ると期଴している。

౰ࣾにはレアメタル（رগ金属）を有効的に活用するた
めには͔ܽせͳいコア機構部品で͋る「ターボ෼子ポンプ
等」、複雑形状部品の鋳造用金型を製造した実੷͕͋るた
め、֤機器のメーカー͔Βの試作サンプル品製造ཁ੥͕き
ている。ޙࠓと΋メーカー͔Βのཁ๬に応えͳ͕Β、レア
メタル（رগ金属）を有効的に活用していきたい。·た、

「金型レス」による短納期での納品を実現し、オンリーワン
企業としてڝ૪力と付加価஋の向上をਤることとしている。

産業機械

のプリンタには͔ࡉい部෼の造形の࠶現にݶ界͕͋ͬた。
このため、高品࣭ͳ試作サンプル品の提ڙを実用化し、

事業化にͭͳげるためにプラスチックタイプ（थࢷ）の̏次
元プリンタの導入͕ඞཁで͋ͬた。

ル品を造形し調査したとこΖ、水平方向の面品࣭はಁ明度
͕高͘良޷で͋ͬた͕、ਨ௚方向ではੵ૚͕ײ出てし·い、
ಁ明度͕低Լしていた。·た、ਨ௚方向での؇や͔ͳۂ面
やޯ഑面には等高ઢのよ͏にߥ 目͘立ͭ部෼͕発生している
こと͕Θ͔ͬた。

平成 25 ೥ �2 ݄̐೔は、̏次元プリンタ造形࣌における
̏次元 CAD のモデリング作業上の注ҙ఺、及びੇ法精度、
面品࣭の向上にͭͳげる̏次元モデルにͭいてࢦ導を受け
た。これ·で造形したଟ਺のサンプル品を検ূしたとこΖ、
特にӶ֯部や薄೑部はきれいに造形されていͳい఺΋確ೝ
された。この໰୊఺の対ࡦとして、̏次元 CAD によるモデ
リング作業をするに͋たͬてのӶ֯部には、Өڹのͳい程度
の̧（丸み）をͭけͳ͕Βモデリングをߦい、データをม׵
するࡍの出力精度の調整を工෉することとした。

特に医療機器関࿈メーカー͔ΒのҾき合いでは、設計ஈ
֊͔Β医療特有のニーズ͕͋り、これに基ͮいて試作サンプ
ル品を開発したとこΖ、品࣭、リードタイムにͭいてධ価し
ていたͩ こ͘と͕できた。

医療機器関࿈メーカー͔Βのධ価を基に、プラスチックタ
イプ̏次元プリンタの改良と技術の高度化をਤͬた。これに
より、導入౰ॳにൺ΂、面品࣭の向上と造形ؒ࣌の調節͕
Մ能とͳͬた。このことは医療機器関࿈メーカーにݶΒͣ、
ଞのメーカー等͔Βの໰い合Θせやੵݟґཔにͭͳ͕ͬた。

細部まで鮮明に再現するため高解像度にこだわった、
国内産の 3Dプリンタ。

量産化のときに稼働する、立形マシニングセンタ（数値制御工作
機械）。

プラスチックタイプの 3Dプリンタで製作された、
試作サンプル品の数々。

3D-CAD（コンピュータ支援設計）を
用いて、モニター上でサンプルを制作。

3Dプリンタの精度向上に取り組む、
専務取締役の菊池孝一さん。

小ロット鋳物の精密金型及び木型製作。鋳造用
金型、プレス金型、鋳造試作品やインダストリアル
デザイン、NCデータの作成等
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